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(57)【要約】
　簡潔には、１つ以上の実施形態に従い、専用ユーザ機
器（ＵＥ）などの専用装置の、ネットワークの専用ノー
ドとの通信を確立し及び制御する方法が、提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　専用ユーザ機器（ＵＥ）を専用強化型ノードＢ（ｅＮＢ）にリダイレクトするモビリテ
ィマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）であって、
　プロセッサと、前記プロセッサに結合されたメモリと、を含み、前記メモリ内の命令が
、前記プロセッサを、
　　前記専用ＵＥが現在のｅＮＢに接続されている間、前記専用ＵＥから不活動通知を受
信し、
　　前記不活動通知に応答して前記現在のｅＮＢに解放コマンドを送信することであって
、前記解放コマンドは、前記現在のｅＮＢに、前記専用ＵＥに対して接続解放メッセージ
を送信させ、前記接続解放メッセージは、前記専用ＵＥを前記専用ｅＮＢにリダイレクト
するキャリアリダイレクトメッセージを含む
　ように構成する、
　モビリティマネジメントエンティティ。
【請求項２】
　前記メモリ内の命令が、前記プロセッサを、前記現在のｅＮＢからパワーセービングモ
ード（ＰＳＭ）情報要素を受信するようにさらに構成する、請求項１に記載のモビリティ
マネジメントエンティティ。
【請求項３】
　前記専用ＵＥからの前記不活動通知は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続セットアップ
を介して伝送される、請求項１に記載のモビリティマネジメントエンティティ。
【請求項４】
　前記ｅＮＢに送信される前記解放コマンドは、前記解放コマンドの原因としてＰＳＭ指
標を含む、請求項１に記載のモビリティマネジメントエンティティ。
【請求項５】
　専用ユーザ機器（ＵＥ）を専用強化型ノードＢ（ｅＮＢ）にリダイレクトする強化型ノ
ードＢ（ｅＮＢ）であって、
　プロセッサと、前記プロセッサに結合されたメモリと、を含み、前記メモリ内の命令が
、前記プロセッサを、
　　前記専用ＵＥからメッセージを受信することであって、前記メッセージは、前記専用
ＵＥにより使用される専用サービスの指標を含み、
　　前記メッセージに少なくとも部分的に基づいてハンドオーバ判断を実行して、専用ｅ
ＮＢが前記専用ＵＥに対してより適切であるかを決定し、
　　前記専用ｅＮＢが前記専用ＵＥに対してより適切である場合、前記専用ＵＥに無線リ
ソース制御（ＲＲＣ）メッセージを送信して、前記専用ＵＥを前記専用ｅＮＢにハンドオ
ーバするように示す
　ように構成する、
　強化型ノードＢ。
【請求項６】
　前記メッセージは、利用可能である前記専用ｅＮＢのタイプを示す測定報告を含む、請
求項５に記載の強化型ノードＢ。
【請求項７】
　前記メッセージは、専用ｅＮＢ情報の指標を含む、請求項５に記載の強化型ノードＢ。
【請求項８】
　前記メモリ内の命令が、前記プロセッサを、前記専用ｅＮＢが前記専用ＵＥに対してよ
り適切であると決定される場合、ハンドオーバ準備情報を前記専用ｅＮＢに送信するよう
にさらに構成する、請求項５に記載の強化型ノードＢ。
【請求項９】
　専用ユーザ機器（ＵＥ）を専用コアネットワーク（ＣＮ）にリダイレクトする強化型ノ
ードＢ（ｅＮＢ）であって、
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　プロセッサと、前記プロセッサに結合されたメモリと、を含み、前記メモリ内の命令が
、前記プロセッサを、
　　現在の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）を介して前記専用コアネットワーク（Ｃ
Ｎ）にアクセスするための、前記専用ＵＥによる要求を受信し、
　　いずれのタイプのサービスが前記現在のＲＡＮによりサポートされるか、若しくはい
ずれのタイプのサービスが前記現在のＲＡＮによりサポートされないか、又はこれらの双
方を示すメッセージを前記専用ＵＥに送信することであって、前記専用ＵＥは、前記メッ
セージと前記専用ＵＥにより所望されるサービスのタイプとに基づいて、前記現在のＲＡ
Ｎと接続し、あるいは別のＲＡＮと接続する
　ように構成する、
　強化型ノードＢ。
【請求項１０】
　前記メッセージは、アクセス排除メッセージを含み、前記専用ＵＥは、前記専用ＵＥに
より所望されるサービスのタイプが排除される場合、前記別のＲＡＮにリダイレクトされ
る、請求項９に記載の強化型ノードＢ。
【請求項１１】
　前記専用ＵＥは、前記専用ＵＥにより所望されるサービスのタイプがサポートされる場
合、前記現在のＲＡＮを介して前記専用ＣＮにアクセスすることができる、請求項９に記
載の強化型ノードＢ。
【請求項１２】
　前記メッセージは、システム情報ブロック２（ＳＩＢ２）内に含まれる、請求項９に記
載の強化型ノードＢ。
【請求項１３】
　専用ユーザ機器（ＵＥ）を専用強化型ノードＢ（ｅＮＢ）にリダイレクトする方法であ
って、
　前記専用ＵＥから無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信するステップと、
　現在のｅＮＢが前記専用ＵＥからの前記ＲＲＣメッセージを受け入れるべきかを決定す
るステップと、
　前記専用ｅＮＢが前記専用ＵＥに対してより適切である場合、前記専用ｅＮＢと接続す
るように前記専用ＵＥにメッセージを送信するステップと、
　を含む方法。
【請求項１４】
　前記専用ＵＥに送信される前記メッセージは、前記専用ＵＥを前記専用ｅＮＢにリダイ
レクトし又はハンドオーバする制御メッセージを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記専用ＵＥに送信される前記メッセージは、前記専用ＵＥを前記専用ｅＮＢにリダイ
レクトし又はハンドオーバするハンドオーバメッセージを含む、請求項１３に記載の方法
。
【請求項１６】
　前記決定するステップは、コアネットワーク（ＣＮ）トラフィック関連支援情報に少な
くとも部分的に基づく、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　専用モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）に接続するように強化型ノードＢ
（ｅＮＢ）をリダイレクトする方法であって、
　前記専用ＭＭＥと接続するように前記ｅＮＢをリダイレクトする構成更新メッセージを
、現在のＭＭＥから受信するステップと、
　前記構成更新メッセージに応答して、ＭＭＥ構成更新肯定応答を前記ＭＭＥに送信する
ステップと、
　を含む方法。
【請求項１８】
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　前記構成更新メッセージは、専用ＭＭＥへのリダイレクトの情報要素を含む、請求項１
７に記載の方法。
【請求項１９】
　専用モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）に接続するように強化型ノードＢ
（ｅＮＢ）をリダイレクトする方法であって、
　前記ｅＮＢからＳ１セットアップメッセージを受信するステップと、
　前記ｅＮＢにセットアップ失敗メッセージを送信して、前記ｅＮＢが前記専用ＭＭＥに
リダイレクトされるべきであると示すステップと、
　を含む方法。
【請求項２０】
　前記セットアップ失敗メッセージは、特別ＭＭＥへのリダイレクトの情報要素を含む、
請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　専用モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）に接続するように強化型ノードＢ
（ｅＮＢ）をリダイレクトする方法であって、
　前記ｅＮＢが接続することができる専用ＭＭＥのタイプをブロードキャストするステッ
プと、
　前記ｅＮＢが接続することができる専用ＭＭＥによりサポートされるサービスを利用す
る要求を、専用ユーザ機器（ＵＥ）から受信するステップと、
　前記ｅＮＢが、前記専用ＵＥにより要求されたサービスをサポートする専用ＭＭＥを接
続することができる場合、前記専用ＵＥと接続するステップと、
　前記の要求されたサービスをサポートする前記専用ＭＭＥに接続するステップと、
　を含む方法。
【請求項２２】
　前記ブロードキャストするステップは、システム情報ブロックを使用して、前記ｅＮＢ
が接続することができる専用ＭＭＥのタイプをブロードキャストすることを含む、請求項
２１に記載の方法。
【請求項２３】
　コアネットワーク（ＣＮ）の専用ノードを選択する方法であって、
　専用ユーザ機器（ＵＥ）の初期アタッチを実行するステップと、
　前記専用ＵＥのアクセスポイント名（ＡＰＮ）情報を、前記専用ＵＥのホーム加入者サ
ービス（ＨＳＳ）情報から受信するステップと、
　前記ＡＰＮ情報に少なくとも部分的に基づいて、前記専用ＵＥのための前記ＣＮの専用
ノードを選択するステップと、
　を含む方法。
【請求項２４】
　前記の選択された専用ノードは、専用パケットゲートウェイ（Ｐ－ＧＷ）、専用サービ
ングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）、専用サービング汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）
サポートノード（ＳＧＳＮ）、若しくは専用ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧ
ＳＮ）、又はこれらの組み合わせを含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ＡＰＮ情報は、アクセスポイント名オペレータ識別子（ＡＰＮ－ＯＩ）を含む、請
求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ＡＰＮ情報は、アクセスポイント名完全修飾ドメイン名（ＡＰＮ－ＦＱＤＮ）を構
築して前記ＣＮの前記の選択された専用ノードのアドレスを提供するように利用される、
請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ＡＰＮ情報は、直接的命名機関ポインタ（直接的ＮＡＰＴＲ）のサービスパラメー
タを含む、請求項２３に記載の方法。
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【請求項２８】
　ネットワーク上の専用ノードに接続する専用ユーザ機器（ＵＥ）であって、
　プロセッサと、前記プロセッサに結合されたメモリと、を含み、前記メモリ内の命令が
、前記プロセッサを、
　　ネットワークから、前記ネットワークに関してブロードキャストされる情報を読み出
し、
　　前記ネットワークに関する前記情報が、前記専用ＵＥが構成されるセルの好ましいタ
イプにマッチするかを決定し、
　　前記ネットワークに関する前記情報が、前記専用ＵＥのためのセルの好ましいタイプ
にマッチする場合、前記ネットワークとの無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立する
　ように構成する、
　専用ユーザ機器。
【請求項２９】
　前記メモリ内の命令が、前記プロセッサを、管理オブジェクト（ＭＯ）を用いて前記専
用ＵＥのためのセルの好ましいタイプを示すようにさらに構成する、請求項２８に記載の
専用ユーザ機器。
【請求項３０】
　前記メモリ内の命令が、前記プロセッサを、アクセスネットワーク発見及び選択機能（
ＡＮＤＳＦ）管理オブジェクト（ＭＯ）を用いて前記専用ＵＥのためのセルの好ましいタ
イプを示すようにさらに構成する、請求項２８に記載の専用ユーザ機器。
【請求項３１】
　前記メモリ内の命令が、前記プロセッサを、アクセスポイント名（ＡＰＮ）情報を用い
て前記専用ＵＥのためのセルの好ましいタイプを示すようにさらに構成する、請求項２８
に記載の専用ユーザ機器。
【請求項３２】
　前記メモリ内の命令が、前記プロセッサを、前記専用ＵＥのためのセルの好ましいタイ
プを示すようにさらに構成する、請求項２８に記載の専用ユーザ機器。
【請求項３３】
　前記メモリ内の命令が、前記プロセッサを、複数のアプリケーションのインターネット
プロトコル（ＩＰ）フローを用いて前記専用ＵＥのためのセルの好ましいタイプを示すよ
うにさらに構成する、請求項２８に記載の専用ユーザ機器。
【請求項３４】
　命令を記憶させた非一時的媒体であって、前記命令は、実行された場合に、専用ユーザ
機器（ＵＥ）を専用強化型ノードＢ（ｅＮＢ）にリダイレクトすることを、
　前記専用ＵＥから無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信することと、
　現在のｅＮＢが前記専用ＵＥからの前記ＲＲＣメッセージを受け入れるべきかを決定す
ることと、
　前記専用ｅＮＢが前記専用ＵＥに対してより適切である場合、前記専用ｅＮＢと接続す
るように前記専用ＵＥにメッセージを送信することと、
　によってもたらす、媒体。
【請求項３５】
　前記専用ＵＥに送信される前記メッセージは、前記専用ＵＥを前記専用ｅＮＢにリダイ
レクトし又はハンドオーバする制御メッセージを含む、請求項３４に記載の媒体。
【請求項３６】
　前記専用ＵＥに送信される前記メッセージは、前記専用ＵＥを前記専用ｅＮＢにリダイ
レクトし又はハンドオーバするハンドオーバメッセージを含む、請求項３４に記載の媒体
。
【請求項３７】
　前記決定することは、コアネットワーク（ＣＮ）トラフィック関連支援情報に少なくと
も部分的に基づく、請求項３４に記載の媒体。
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【請求項３８】
　命令を記憶させた非一時的媒体であって、前記命令は、実行された場合に、専用モビリ
ティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）に接続するように強化型ノードＢ（ｅＮＢ）を
リダイレクトすることを、
　前記専用ＭＭＥと接続するように前記ｅＮＢをリダイレクトする構成更新メッセージを
、現在のＭＭＥから受信することと、
　前記構成更新メッセージに応答して、ＭＭＥ構成更新肯定応答を前記ＭＭＥに送信する
ことと、
　によってもたらす、媒体。
【請求項３９】
　前記構成更新メッセージは、専用ＭＭＥへのリダイレクトの情報要素を含む、請求項３
８に記載の媒体。
【請求項４０】
　命令を記憶させた非一時的媒体であって、前記命令は、実行された場合に、専用モビリ
ティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）に接続するように強化型ノードＢ（ｅＮＢ）を
リダイレクトすることを、
　前記ｅＮＢからＳ１セットアップメッセージを受信することと、
　前記ｅＮＢにセットアップ失敗メッセージを送信して、前記ｅＮＢが前記専用ＭＭＥに
リダイレクトされるべきであると示すことと、
　によってもたらす、媒体。
【請求項４１】
　前記セットアップ失敗メッセージは、特別ＭＭＥへのリダイレクトの情報要素を含む、
請求項４０に記載の媒体。
【請求項４２】
　命令を記憶させた非一時的媒体であって、前記命令は、実行された場合に、専用モビリ
ティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）に接続するように強化型ノードＢ（ｅＮＢ）を
リダイレクトすることを、
　前記ｅＮＢが接続することができる専用ＭＭＥのタイプをブロードキャストすることと
、
　前記ｅＮＢが接続することができる専用ＭＭＥによりサポートされるサービスを利用す
る要求を、専用ユーザ機器（ＵＥ）から受信することと、
　前記ｅＮＢが、前記専用ＵＥにより要求されたサービスをサポートする専用ＭＭＥを接
続することができる場合、前記専用ＵＥと接続することと、
　前記の要求されたサービスをサポートする前記専用ＭＭＥに接続することと、
　によってもたらす、媒体。
【請求項４３】
　前記ブロードキャストすることは、システム情報ブロックを使用して、前記ｅＮＢが接
続することができる専用ＭＭＥのタイプをブロードキャストすることを含む、請求項４２
に記載の媒体。
【請求項４４】
　命令を記憶させた非一時的媒体であって、前記命令は、実行された場合に、コアネット
ワーク（ＣＮ）の専用ノードを選択することを、
　専用ユーザ機器（ＵＥ）の初期アタッチを実行することと、
　前記専用ＵＥのアクセスポイント名（ＡＰＮ）情報を、前記専用ＵＥのホーム加入者サ
ービス（ＨＳＳ）情報から受信することと、
　前記ＡＰＮ情報に少なくとも部分的に基づいて、前記専用ＵＥのための前記ＣＮの専用
ノードを選択することと、
　によってもたらす、媒体。
【請求項４５】
　前記の選択された専用ノードは、専用パケットゲートウェイ（Ｐ－ＧＷ）、専用サービ
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ングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）、専用サービング汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）
サポートノード（ＳＧＳＮ）、若しくは専用ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧ
ＳＮ）、又はこれらの組み合わせを含む、請求項４４に記載の媒体。
【請求項４６】
　前記ＡＰＮ情報は、アクセスポイント名オペレータ識別子（ＡＰＮ－ＯＩ）を含む、請
求項４４に記載の媒体。
【請求項４７】
　前記ＡＰＮ情報は、アクセスポイント名完全修飾ドメイン名（ＡＰＮ－ＦＱＤＮ）を構
築して前記ＣＮの前記の選択された専用ノードのアドレスを提供するように利用される、
請求項４４に記載の媒体。
【請求項４８】
　前記ＡＰＮ情報は、直接的命名機関ポインタ（直接的ＮＡＰＴＲ）のサービスパラメー
タを含む、請求項４４に記載の媒体。
【請求項４９】
　請求項１３乃至２７のうちいずれか１項に記載の方法をプロセッサに実行させるように
構成された命令を有するプログラム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、2015年3月27日に申請された米国出願第14/671,220号の利益と2014年4月28日
に申請された米国仮出願第61/985,349号の利益とを主張する。2015年3月27日に申請され
た上記米国出願第14/671,220号は同様に、2014年4月28日に申請された米国仮出願第61/98
5,349号の利益を主張する。上記出願第61/985,349号と上記出願第14/671,220号とは、そ
の全体を本明細書において参照により援用される。
【０００２】
　マシンタイプ通信（ＭＴＣ）装置は、次の１０年を通じて５００億という数になると予
想されている。こうしたクラスの装置は、オプション機能サポート、トラフィック特性サ
ポート、アクセス優先順位、輻輳管理、ユーザプレーントラフィックに対するシグナリン
グの比率等の観点において、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商
標））システムにおける典型的な装置とは異なる要件を有し得る。多くのＭＴＣ装置及び
／又はアプリケーションが、ネットワーク上で非常に小さいユーザプレーントラフィック
を生成し、多くのこうしたＭＴＣ装置及び／又はアプリケーションは、低いアクセス優先
順位として考えられ得る。ＭＴＣ装置及び／又はアプリケーションの低いアクセス優先順
位は、３ＧＰＰリリース１０技術仕様において定義されている。上記の多数の装置を所与
として、これら装置が低い優先順位のアクセスを使用し、少量のデータのみ送信するとし
ても、これら装置は、ネットワーク、例えば、無線アクセスネットワーク及び／又はコア
ネットワークに、負荷をかけ過ぎる潜在性を有する。オペレータは、通常のユーザ機器（
ＵＥ）又は人間対人間の通信システムと全体的なシステムパフォーマンスとに影響を与え
ることなく、多数のこうした装置の接続を如何にして効率的に維持するかに関心がある。
アプリケーション及び／又はサービスと装置及び／又はユーザとの異なるクラスを同様に
サポートするためのコスト効果の良いメカニズムとして、オペレータは、特定のユーザ又
はトラフィックタイプのために供給し、特定のユーザ及びトラフィックを互いから分離す
る、特定の機能の独立したスケーリングのための別個の専用コアネットワークを展開する
ことを考えている。このことは、ＭＴＣ装置のための既存の仕様が、低アクセス優先順位
指標を提供せず、ＭＭＥの再選択をサポートしないＵＥを、取扱うことができないという
事実に起因する。
【０００３】
　リリース１３作業項目が近年承認されて、上記の専用コアネットワークの展開を可能に
しており、これにおいて、各専用コアネットワークは、同じ特性を共有するＵＥに対して



(8) JP 2017-514352 A 2017.6.1

10

20

30

40

50

専用にされる。こうした専用コアネットワークは、既存のネットワーク上に築かれ、しか
し特定のＵＥ及びトラフィックタイプのより効率的な取扱いを可能にする、オーバーレイ
ネットワークと考えられ得る。上記の専用ネットワークノードの作成は、将来、ソフトウ
ェアデファインドネットワーキング／ネットワーク機能仮想化（Software　Defined　Net
working/Network　Functions　Virtualization）（ＳＤＮ／ＮＦＶ）などのテクノロジー
で容易になり、例えば、専用ＭＭＥノードの仮想ネットワーク機能としての具体化である
。
【０００４】
　新しいリリース１３作業項目はコアネットワーク（ＣＮ）をカバーしており、現在、無
線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）態様をカバーしていない。しかしながら、新しいレイ
ヤ化されたネットワーク構造を将来の３ＧＰＰリリースにおいて効率的にサポートするた
めに、ＲＡＮ態様がさらに考えられ得る。ゆえに、本発明は、専用装置の専用ノードとの
通信を確立し及び制御する方法を提案する。専用ノードは、例えば、ＲＡＮにおける強化
型ノードＢ（ｅＮＢ）、コアネットワークにおけるモビリティマネジメントエンティティ
（ＭＭＥ）、サービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）、及びパケットゲートウェイ（Ｐ－Ｇ
Ｗ）である。これら専用ノードは、必ずしもこれに制限されないが、ＭＴＣノード、若し
くは低コスト及び／又は低複雑性ノード、又は、例えば小さいデータ（スモールデータ）
、健全性（health）、セキュリティなどの具体的な使用法に対して特化されたノードとし
て理解されてもよく、上記専用ノードは、新しいＭＴＣ及び／又はモノのインターネット
（ＩｏＴ）のタイプのサービスを売り出すと同時に、オペレータの資本的支出（ＣＡＰＥ
Ｘ）を低減させ得る。同じ概念が、必ずしもこれに制限されないが、ＭＴＣ／ＩｏＴ、又
は低複雑性及び／又は低コストの装置として理解され得る専用装置に対してさらに適用さ
れ得る。専用ネットワークは、新しい要件のためにＲＡＮ及び／又はＣＮにおいてより最
適化されたネットワークを作成して、ＩｏＴタイプのサービスをより良くサポートするこ
とを狙う。上記タイプのネットワーク及びサービスの例が、常時オン接続性、スモールデ
ータ、頻繁なデータ転送、高い優先順位のアクセス、健全なセキュアネットワーク、ビデ
オ監視ネットワークなどである。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
　請求される対象事項は、本明細書の結びの部分に具体的に指し示され、明確に請求され
る。しかしながら、上記対象事項は、下記の詳細な説明に対する参照によって、添付図面
と共に読まれるとき、理解され得る。例示の簡潔さ及び／又は明りょうさのため、図に例
示される要素は必ずしも縮尺どおりに描かれてはいないことが十分理解されるであろう。
例えば、要素のうちいくつかの寸法が、明りょうさのため、他の要素に相対して誇張され
得る。さらに、適切と考えられる場合、参照番号は、対応する及び／又は類似の要素を示
すように複数の図の間で繰り返されている。
【図１】１つ以上の実施形態に従う、１つ以上の専用ネットワークノードを含むネットワ
ークアーキテクチャの図である。
【図２】１つ以上の実施形態に従う、所与のユーザ機器が適切な専用ノードに接続する方
法の図である。
【図３】１つ以上の実施形態に従う、パワーセービングモードに少なくとも部分的に基づ
く初期アタッチの間のユーザ機器のリダイレクションの方法の図である。
【図４】１つ以上の実施形態に従う、専用強化型ノードＢに対するユーザ機器のハンドオ
ーバの方法の図である。
【図５】１つ以上の実施形態に従う、専用及び非専用の無線アクセスノード及びコアネッ
トワークノードの相互作用の図である。
【図６】１つ以上の実施形態に従う、専用の又は特別なモビリティマネジメントエンティ
ティを選択するＳ１シグナリングの図である。
【図７Ａ】１つ以上の実施形態に従う、ユーザ機器により好まれるセルタイプのための拡
張されたアクセスネットワーク発見及び選択機能（ＡＮＤＳＦ）管理オブジェクト（ＭＯ
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）の図である。
【図７Ｂ】１つ以上の実施形態に従う、ユーザ機器により好まれるセルタイプのための新
しいスタンドアロン管理オブジェクト（ＭＯ）の図である。
【図８Ａ】１つ以上の実施形態に従う、アクセスポイント名（ＡＰＮ）ごとの好まれるセ
ルタイプのための拡張されたアクセスネットワーク発見及び選択機能（ＡＮＤＳＦ）管理
オブジェクト（ＭＯ）の図である。
【図８Ｂ】１つ以上の実施形態に従う、アクセスポイント名（ＡＰＮ）ごとの好まれるセ
ルタイプのための新しいスタンドアロン管理オブジェクト（ＭＯ）の図である。
【図９Ａ】１つ以上の実施形態に従う、フローごとの好まれるセルタイプのための拡張さ
れたアクセスネットワーク発見及び選択機能（ＡＮＤＳＦ）管理オブジェクト（ＭＯ）の
図である。
【図９Ｂ】１つ以上の実施形態に従う、アプリケーションごとのフローごとの好まれるセ
ルタイプのための新しいスタンドアロン管理オブジェクト（ＭＯ）の図である。
【図１０Ａ】１つ以上の実施形態に従う、アプリケーションごとの好まれるセルタイプの
ための拡張されたアクセスネットワーク発見及び選択機能（ＡＮＤＳＦ）管理オブジェク
ト（ＭＯ）の図である。
【図１０Ｂ】１つ以上の実施形態に従う、アプリケーションごとの好まれるセルタイプの
ための新しいスタンドアロン管理オブジェクト（ＭＯ）の図である。
【図１１】１つ以上の実施形態に従う、１つ以上の専用ネットワークノードを介した通信
を可能な情報処理システムのブロック図である。
【図１２】１つ以上の実施形態に従う、タッチスクリーンを任意的に含み得る図１１の情
報処理システムの等角図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　下記の詳細な説明において、請求される対象事項の深い理解を提供するために、多数の
特定の詳細が明記される。しかしながら、請求される対象事項はこうした特定の詳細なし
に実施され得ることが当業者により理解されるであろう。別の例において、よく知られる
方法、手順、コンポーネント、及び／又は回路は、詳細には説明されていない。
【０００７】
　下記の説明及び／又は請求項において、用語の結合される及び／又は接続されるとその
派生物とが使用され得る。具体的な実施形態において、接続されるは、２つ以上の要素が
互いに直接物理的及び／又は電気的に接触することを意味するように用いられ得る。結合
されるは、２つ以上の要素が直接物理的及び／又は電気的に接触することを意味し得る。
しかしながら、結合されるは、２つ以上の要素が互いに直接接触していない可能性があり
、しかしなお依然として互いに協働し及び／又は相互作用する可能性があることをさらに
意味し得る。例えば、「結合される」は、２つ以上の要素が互いに接触せず、しかし別の
要素又は中間の要素を介して一緒に間接的に結びつけられることを意味し得る。最後、用
語の「on」、「overlying」及び「over」が、下記の説明及び請求項において使用され得
る。「on」、「overlying」及び「over」は、２つ以上の要素が互いに直接物理的に接触
することを意味するように用いられ得る。しかしながら、「over」は、さらに、２つ以上
の要素が互いに接触していないことを意味し得る。例えば、「over」は、１つの要素が別
の要素の上にあり、しかし互いに接触しないことを意味することがあり、２つの要素の間
に別の１つ又は複数の要素を有し得る。さらに、用語「及び／又は」は、「及び」を意味
することがあり、「又は」を意味することがあり、「排他的な又は」を意味することがあ
り、「１つ」を意味することがあり、「すべてでなく、いくつか」を意味することがあり
、「いずれでもない」を意味することがあり、かつ／あるいは「双方」を意味することが
ある。しかしながら、請求される対象事項の範囲は上記の点において限定されない。下記
の説明及び／又は請求項において、用語「含む」及び「含める」とその派生物とが用いら
れることがあり、互いに対する同義語として意図される。
【０００８】
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　次に図１を参照して、１つ以上の実施形態に従う１つ以上の専用（dedicated）ネット
ワークノードを含むネットワークアーキテクチャの図が論じられる。図１は、ネットワー
ク１００の一例示的なアーキテクチャを示しており、ネットワーク１００は、１つ以上の
レガシーノード、例えば、強化型ノードＢ（enhanced　Node　B）（ｅＮＢ）、モビリテ
ィマネジメントエンティティ（mobility　management　entity）（ＭＭＥ）／サービング
ゲートウェイ（Serving　Gateway）（Ｓ－ＧＷ）１１２、及び／又はパケットゲートウェ
イ（Ｐ－ＧＷ）１１４などと、１つ以上の専用ノード、例えば、専用ｅＮＢ１１６、専用
ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ１１８、及び／又は専用Ｐ－ＧＷ１２０などとを含む。ネットワーク１
００の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）及び／又は発展型ユニバーサル地上波無線ア
クセスネットワーク（Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network）（
Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１２２部分上で、専用ｅＮＢ１１６が、Ｘ２インターフェースを介して
レガシーｅＮＢ１１０に相互接続され得ることが仮定される。さらに、レガシーｅＮＢ１
１０及び専用ｅＮＢ１１６は、Ｓ１インターフェースを介して、レガシーＭＭＥ／Ｓ－Ｇ
Ｗ１１２及び／又は専用ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ１１８に相互接続されることができる。ネット
ワーク１００の発展型パケットシステム（Evolved　Packet　System）（ＥＰＳ）１２４
部分上で、専用ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ１１８は、Ｓ１０／Ｓ１１インターフェースを介してレ
ガシーＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ１１２に相互接続されることができ、これにおいて、Ｓ１０イン
ターフェースはＭＭＥを相互接続するように利用され、Ｓ１１インターフェースはＳ－Ｇ
Ｗを相互接続するように利用される。さらに、ネットワーク１００のＥＰＳ１２４部分上
で、レガシーＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ１１２は、Ｓ５／Ｓ８インターフェースを介してレガシー
Ｐ－ＧＷ１１４と相互接続することができる。同様に、専用ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ１１８は、
Ｓ５／Ｓ８インターフェースを介して専用Ｐ－ＧＷ１２０と相互接続することができる。
レガシーＰ－ＧＷ１１４及び専用Ｐ－ＧＷ１２０は、Ｓ１４インターフェースを介してア
クセスネットワーク発見及び選択機能（Access　Network　Discovery　and　Selection　
Function）（ＡＮＤＳＦ）１２６と相互接続することができる。１つ以上の実施形態にお
いて、ユーザ機器（ＵＥ）マシンタイプ通信（ＭＴＣ）装置１２８が、ネットワーク１０
０に結合し、レガシーネットワークノードのうち任意のものに接続することができ、必要
に応じて、１つ以上の専用ネットワークノードに接続することができる。
【０００９】
　次に図２を参照して、１つ以上の実施形態に従う、所与のユーザ機器が適切な専用ノー
ドに接続する方法の図が論じられる。図２に示されるとおり、ブロック２１０において、
ユーザ機器（ＵＥ）１２８が、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）装置として、ネットワーク１
００に接続する。ブロック２１２において、ＵＥ１２８は、場合により、専用強化型ノー
ドＢ（ｅＮＢ）１１６と通信することを選択することができる。ブロック２１４において
、ＵＥ１２８は、場合により、専用モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）及び
／又は専用サービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）１１８と通信することを選択することが
できる。ブロック２１６において、ＵＥ１２８は、場合により、専用パケットゲートウェ
イ（Ｐ－ＧＷ）１２０と通信することを選択することができる。ブロック２１８において
、ＵＥ１２８は、セルタイプ選好（preference）を選択することができる。方法２００の
ステップの詳細が、以下でさらに詳細に論じられる。
【００１０】
　１つ以上の実施形態において、図２の方法２００の１つ又は様々なブロックが複数の配
置において組み合わせられて、ネットワーク１００の様々な専用ノードに接続するための
、ＵＥ１２８などの専用装置の制御に対する完全な解決策のうちの一部分を提供すること
ができる。図２の方法２００のブロックの様々な組み合わせ及び／又は下位組み合わせが
、さらに、独立して機能する。１つ以上の実施形態において、用語のＵＥ、専用ＵＥ、専
用装置、ＭＴＣ装置、及びＵＥ　ＭＴＣアプリケーションが、本明細書において交換可能
に使用され得る。特別なカテゴリのｅＮＢが、さらに、専用ＭＴＣノード、低コストｅＮ
Ｂ、低コストＭＴＣ　ｅＮＢ、ＭＴＣ　ｅＮＢなどとして参照されることがあり、こうし
た特別なカテゴリのｅＮＢが、対応する専用コアネットワークエンティティ、例えば、特
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別な専用ＭＭＥ、特別な専用Ｓ－ＧＷ、特別な専用Ｐ－ＧＷなどと、さらに従来のコアネ
ットワーク及び／又は無線ネットワークエンティティとに相互接続されることができ、請
求される対象事項の範囲は上記の点において限定されない。
【００１１】
　別の例として、ＭＴＣ　ｅＮＢが、スモールセルのｅＮＢを含み得る。上記スモールセ
ルｅＮＢが、デュアルコネクティビティ（dual　connectivity）の文脈においてマクロセ
ルｅＮＢと関連して動作する場合、専用スモールセルｅＮＢは、マスタｅＮＢ（ＭｅＮＢ
）としてか又はセカンダリｅＮＢ（ＳｅＮＢ）としてかのいずれかで動作することができ
る。さらに、スモールセルｅＮＢは、キャリアアグリゲーション（carrier　aggregation
）によって該ｅＮＢに関連付けられた複数のサービングセルを有して、セルグループを作
成することができる。スモールセルｅＮＢの役割に依存して、サービングセルの関連付け
られたグループは、マスタセルグループ（ＭＣＧ）又はセカンダリセルグループ（ＳＣＧ
）として参照されることができる。しかしながら、請求される対象事項の範囲は上記の点
において限定されない。
【００１２】
　次に図３を参照して、１つ以上の実施形態に従う、パワーセービングモードに少なくと
も部分的に基づく初期アタッチ（initial　attach）の間のユーザ機器のリダイレクショ
ンの方法の図が論じられる。図３の方法３００は、ユーザ機器（ＵＥ）１２８が如何にし
て図１のネットワーク１００の１つ以上の専用ネットワークノードを選択し、あるいはそ
うでなければ該専用ネットワークノード向けられることができるかの１つのオプションを
例示している。図３に示されるオプションにおいて、パワーセービングモード（ＰＳＭ）
が、キャリア及び／又はネットワーク選択をリダイレクトする（redirecting）ためのト
リガとして利用されることができる。１つ以上の実施形態において、パワーセービングモ
ード（ＰＳＭ）は、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）標準のリリース
１２に記載されるとおり、無線リソース制御（ＲＲＣ）　ＲＲＣ＿ＩＤＬＥモードの一部
であり得る。しかしながら、請求される対象事項の範囲は上記の点において限定されない
。こうしたパワーセービングモードは、電力を節約するためにより長い不活動の期間を有
するＵＥ１２８を対象にすることができる。パワーセービングモードにおいて、アクセス
層（Access　Stratum）が非アクティブにされることができ、ＵＥ１２８は、何らかのア
イドルモード活動、例えば、ページングチャネルの監視、セル選択及び／又は再選択のた
めの測定の実行などを実行しなくてもよい。
【００１３】
　最初、ステップ３１０において、ＵＥ１２８は、ＲＲＣ接続要求メッセージをｅＮＢ１
１０に送信することができ、ステップ３１２において、ｅＮＢ１１０は、ＲＲＣ接続セッ
トアップメッセージをＵＥ１２８に送信することによって応答することができる。ステッ
プ３１４において、ＵＥ１２８は、ＲＲＣ接続セットアップ完了及び非アクセス層（non-
Access　Stratum）（ＮＡＳ）メッセージをｅＮＢ１１０に送信する。ＵＥ１２８が、ス
テップ３１４においてｅＮＢ１１０に送信されるアタッチ／トラッキングエリアアップデ
ート（ＴＡＣ）要求メッセージとして、ＲＲＣ接続セットアップ完了及びＮＡＳメッセー
ジ内にＴ３３２４タイマ値を含むとき、ＰＳＭの利用がＵＥ１２８によって要求されるこ
とができる。次いで、ステップ３１６において、ｅＮＢ１１０は、メッセージを初期ＵＥ
メッセージＮＡＳとしてモビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）１１２にフォワ
ードする。ＭＭＥ１１２が、ＵＥ１２８によるＰＳＭの使用を受け入れる場合、ＭＭＥ１
１２は、対応する受け入れメッセージの中で同一の又は異なるＴ３３２４タイマ値を用い
て応答することになる。
【００１４】
　特定のトラフィックタイプ又は特性を用いてＵＥ１２８に対してなされる特定の区別が
存在しないとき、他のオプションが利用されて、上記ＵＥ１２８を扱い、あるいは区別し
てもよい。例えば、ＵＥ１２８がＰＳＭモードを使用することになるとの情報は、ＰＳＭ
モードが長い期間の時間大抵続くディープスリープモードとして理解され、ＵＥ１２８は
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ダウンリンクトラフィックに関して到達可能でなく、上記情報がＭＭＥ１１２によって利
用されて、ＵＥ１２８により送信されるＲＲＣ接続要求メッセージを拒絶するか、又は、
現在のセルが専用ネットワークキャリア周波数に気づく場合、ＵＥ１２８とのＲＲＣ接続
を解放し、ＵＥ１２８をネットワーク１００の異なるキャリア及び／又は専用ノードにリ
ダイレクトするかのいずれかを、ｅＮＢ１１０に示すことができる。例えば、ステップ３
２０において、ｅＮＢ１１０は、ｅＮＢ１１０を介してＵＥ１２８にＲＲＣ接続解放メッ
セージを送信し、このメッセージは、専用ｅＮＢ１１６のキャリア周波数を有するredire
ctCarrier情報要素（information　element）を含むことができる。ステップ３１８にお
いて、ＭＭＥ１１２は、Ｓ１－ＡＰ初期コンテキスト解放（S1-AP　Initial　Context　R
elease）コマンドを介して、ｅＮＢ１１０とのＳ１接続を解放する原因、例えば、ＰＳＭ
指標、ＵＥ不活動通知、ＵＥ　Ｉｄｌｅ＿ＰＳＭ通知などを示すことができる。ステップ
３２２において、ｅＮＢ１１０は、ＭＭＥ１１２に対して送信されるＳ１－ＡＰ初期コン
テキスト解放メッセージを介して応答することができる。
【００１５】
　次に図４を参照して、１つ以上の実施形態に従う、専用強化型ノードＢへのユーザ機器
のハンドオーバの方法の図が論じられる。図４の方法４００は、ユーザ機器（ＵＥ）１２
８が如何にしてハンドオーバを用いて図１のネットワーク１００の１つ以上の専用ネット
ワークノードを選択し、あるいはそうでなければ該１つ以上の専用ネットワークノードに
向けられることができるかの、一オプションを例示している。無線リソース制御（ＲＲＣ
）接続解放タイプのメッセージが、ＵＥ１２８をあるキャリアから別のキャリアにリダイ
レクトするための一オプションであり得ると同時に、通常のハンドオーバ手順が、ＲＲＣ
＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤモードにおけるＵＥ１２８を別のセルに移動することに利用されて
もよい。輻輳の間のロードバランシングのために、あるいは、他のトリガ、例えば、パワ
ーセービングモード（ＰＳＭ）指標、コアネットワーク（ＣＮ）支援、新しいサービス要
求、及び／又は能力交換に基づいて、ｅＮＢ１１０は、強化されたサービスとスモールデ
ータ又はマシンタイプ通信（ＭＴＣ）ネットワークなどの特定の特性を満たすこととのた
めに、専用ｅＮＢ１１６により制御され、及び／又はＵＥ１２８が通信するのにより良い
であろう専用ＭＭＥ１１８のサポートを有する、別の適切なセルを見つけることができる
。図４の方法４００は、専用ｅＮＢ１１６に対する１つのこうした例示的なハンドオーバ
手順を示している。ステップ４１０においてＵＥ１２８によってｅＮＢ１１０に提供され
る既存の測定報告メッセージが、ｅＮＢ１１０によって利用されて、ＵＥ１２８を専用ｅ
ＮＢ１１６にハンドオーバするのがより良いと決定することができ、これにおいて、例え
ば、専用ｅＮＢ１１６は、ＵＥ１２８のトラフィック特性にマッチする（matching）能力
のあるスモールセルを含む。こうした配置において、専用ｅＮＢ１１６へのハンドオーバ
をトリガするための１つの条件が、特定の周波数及び／又は専用ｅＮＢ１１６が特定の専
用サービスに対して適切であるとｅＮＢ１１０が知っている場合、及び、ＵＥ１２８がス
テップ４１０において送信されるレガシー測定報告メッセージを通して上記サービスを報
告するときであり得る。専用ｅＮＢ１１６へのハンドオーバをトリガするための別の条件
は、ステップ４１０において送信される現在の測定報告の中に新しいインジケータが追加
されて、１つ以上の特定タイプの専用ｅＮＢ１１６が検出されたと示す場合であり得る。
別法として、新しいメッセージが利用されて、ＵＥ１２８がＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ
モードである間に１つ以上の特定タイプの専用ｅＮＢ１１６がＵＥ１２８によって測定手
順の間に検出されたことを、現在関連付けられているｅＮＢ１１０に対して示してもよい
。こうした配置は、ＵＥにより支援された専用ｅＮＢ選択の何らかの形態として考えられ
ることができ、ネットワーク１００は、ハンドオーバ判断４１２を実行して、内部実装に
基づいてＵＥ１２８を専用ｅＮＢ１１６にハンドオーバすべきか否かを決めるかことがで
きる。ＵＥ１２８を専用ｅＮＢ１１６にハンドオーバするように決められる事象において
、ステップ４１４において、ハンドオーバ準備メッセージが、現在接続されているｅＮＢ
１１０から専用ｅＮＢ１１６に送信されることができ、ステップ４１６において、専用ｅ
ＮＢ１１６は、現在接続されているｅＮＢ１１０に対してハンドオーバコマンドを発行す
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ることができる。次いでｅＮＢ１１０が、ステップ４１８において、ＲＲＣ接続再構成メ
ッセージをＵＥ１２８に送信し、したがって、ＵＥ１２８は、専用ｅＮＢ１１６に接続す
るように再構成されることができる。
【００１６】
　次に図５を参照して、１つ以上の実施形態に従う、専用及び非専用の無線アクセスノー
ド及びコアネットワークノードの相互作用の図が論じられる。図５は、レガシー無線アク
セスネットワーク（ＲＡＮ）５１０がレガシーコアネットワーク（ＣＮ）５１２をサポー
トすることが可能である第１の場合を例示している。一実施形態において、レガシーＲＡ
Ｎ５１０は、専用ＣＮ（Ａ）５１６のサポートを含むことができ、したがって、レガシー
ＲＡＮ５１０は、レガシーＣＮ５１２又は専用ＣＮ（Ａ）５１６のいずれかと、直接的に
か又は専用ＲＡＮ（５１４）を使用することによってかのいずれかで、インターフェース
をとることができる。１つの具体的な実施形態において、第１のタイプの、タイプ（Ａ）
として示される専用ＲＡＮ（Ａ）５１４は、同様にタイプ（Ａ）である専用ＣＮ（Ａ）５
１６とインターフェースをとることが可能である。別の実施形態において、専用ＲＡＮ（
Ａ）（Ｂ）５１８が、タイプ（Ａ）である専用ＣＮ（Ａ）５１６と、及び、タイプ（Ｂ）
である専用ＣＮ（Ｂ）５２０とインターフェースをとることが可能であり得る。
【００１７】
　ユーザ機器（ＵＥ）１２８が如何にして１つ以上のネットワークノードを選択し、ある
いはそうでなければ該１つ以上のネットワークノードに向けられることが可能であるかに
対する１つのオプションが、専用ｅＮＢ１１６のサポートと、可能性として、サポートさ
れることが可能な専用の特性、サービス、又はカテゴリの種類とを識別する新しいブロー
ドキャスト情報要素（ＩＥ）を使用することを含む。上記種類の情報は、異なる方法にお
いて伝達されることができる。ネットワークサポートを示す第１の新しい方法が、システ
ム情報、例えば、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）標準に定義される
とおりのシステム情報ブロック２（ＳＩＢ２）の一部として、専用サポートのための新し
い任意的なアクセスクラス排除（barring）指標を含み得る。しかしながら、請求される
対象事項の範囲は上記の点において限定されない。このアクセスクラス排除は、ＵＥ１２
８が特定の専用サービスのサポートに起因してネットワーク１００にアクセスしようと試
みる場合について、ＵＥ１２８アクセスが排除されるときを示すことができる。例えば、
レガシーＲＡＮ５１０のｅＮＢ１１０が、レガシーＣＮ５１２に、さらに、特定の特別な
サービスをサポートする専用ＣＮ（Ａ）５１６に、接続されることができる。レガシーＲ
ＡＮ５１０のｅＮＢ１１０は、レガシーＣＮ５１２において終端しているすべての他のＵ
Ｅ１２８を排除することなく、専用ＣＮ５１６にアクセスするＵＥ１２８を排除したい場
合があり得る。専用ネットワークが如何にして分類されるかに依存して、異なるアクセス
排除クラスが定義されてもよく、例えば、拡張アクセス排除（extended　access　barrin
g）（ＥＡＢ）専用スモールデータ、ＥＡＢ専用周期データであり、あるいは、異なる汎
用カテゴリが定義されてもよく、例えば、ＥＡＢ専用カテゴリ１、ＥＡＢ専用カテゴリ２
などである。
【００１８】
　ネットワークサポートを示す別の新しい方法が、システム情報、例えばＳＩＢ２の一部
として、特別な専用ネットワークのサポートのための新しい任意的なインジケータを含ん
でもよく、上記システム情報は、専用ｅＮＢ１１６及び／又は専用ＣＮ５１６のサポート
を示す新しい情報要素を含むことができる。例えば、図５に示されるとおり、専用ＣＮサ
ポートを有するレガシーＲＡＮ５１０は、専用ＣＮ５１６のサポートと、さらに、レガシ
ーＲＡＮ５１０が専用の使用法に対してのみ最適化されるときとを示すことができる。こ
うしたサポートは、さらに、専用ネットワークの特定カテゴリを参照し得る。別の実施形
態において、専用ＲＡＮ５１８は、２タイプの専用コアネットワーク、例えば、専用ＣＮ
（Ａ）５１６及び専用ＣＮ（Ｂ）５２０などをサポートすることができる。
【００１９】
　ネットワークサポートを示す別の新しい方法が、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）ＵＥ１２
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８を専用ｅＮＢ１１６にリダイレクトし又はハンドオーバすることに固有の新しい無線リ
ソース制御（ＲＲＣ）メッセージを定義するオプションを含み得る。こうした新しい制御
メッセージが定義されて、ＭＴＣ　ＵＥ１２８をリダイレクトし又はハンドオーバするこ
とができ、あるいは、例えば、専用ｅＮＢ１１６に対するＸ２インターフェースが存在し
ないときに、既存のハンドオーバ又はリダイレクトメッセージがこのｅＮＢ１１６によっ
て再使用され、必要な情報要素のみを運んでもよい。新しいハンドオーバメッセージが、
具体的にＵＥ１２８を専用ネットワークに移動するために定義されてもよく、利用される
ことが可能であり、あるいは、現在のハンドオーバメッセージが強化されてもよく、ある
いは、対象の専用ｅＮＢ１１６に対して有用であり得る特定の情報が更新されてもよい。
【００２０】
　ネットワークサポートを示すさらに別の新しい方法が、コアネットワーク支援情報、又
はＵＥ１２８に固有の情報を使用するオプションを含んでもよく、該情報は、例えば、キ
ャリア及び／又はネットワーク選択をリダイレクトするためのトリガとして、ＵＥ１２８
又はホーム加入者サービス（Home　Subscriber　Service）（ＨＳＳ）から来る。３ＧＰ
Ｐ標準のリリース１２の一部として、装置トラフィック又は活動パターン構成に関連する
コアネットワーク支援情報が含まれるであろう。１つ以上の実施形態において、モビリテ
ィマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）１１２及び／又はｅＮＢ１１０が、上記種類の情
報を使用して、ＵＥ１２８に対して異なるセルに接続するように示唆するべきかを決定す
ることができる。こうした判断は、このトラフィック関連の支援情報が利用可能であると
き、ＭＭＥ１１２又はｅＮＢ１１０によって行われることができ、その時点で、ネットワ
ーク１００は、接続を解放することを決め、redirectCarrierメッセージ、又は、接続の
ために代わって使用されるべき上記専用ｅＮＢ１１６に関する情報のリストを示すことが
できる。場合により、ネットワーク１００は、例えば本明細書に論じられるとおりの、他
のノードに対するハンドオーバをトリガしてもよい。
【００２１】
　次に図６を参照して、１つ以上の実施形態に従う、専用の又は特別なモビリティマネジ
メントエンティティを選択するためのＳ１シグナリングの図が論じられる。１つ以上の実
施形態において、図１に示されるとおりの専用ｅＮＢ１１６が、特別なカテゴリのモビリ
ティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）１１２、例えば、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）
目的に対して専用にされたＭＭＥ１１２、又は、専用のオーバーレイネットワークに属す
る低コストＭＭＥ１１２を選択して、特別なクラスの装置をサポートすることができる。
特別な又は専用のＭＭＥ１１２を選択するための第１のオプションは、Ｓ１シグナリング
を使用することを含み得る。図６の実施形態は、専用コアネットワーク（ＣＮ）ノードが
レガシー無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）ノードとさらに専用ＲＡＮノードとに接続
される場合に対して適用されることができる。こうした実施形態において、特別なカテゴ
リのための非専用の又はレガシーのＭＭＥ１１２は、適切な情報を専用ＲＡＮノード又は
非専用ＲＡＮノードに伝達することになる。１つ以上の実施形態において、ＭＭＥ１１２
は、Ｓ１インターフェースを通じて、既存のＳ１メッセージを更新することによってか、
又は新しいＳ１メッセージを定義することによってかのいずれかで、上記の特別なカテゴ
リをｅＮＢ１１０に対して示すことができる。一例として、２つのＳ１シグナリングオプ
ションが利用されて、ＭＭＥ１１２によってトリガされるとおり、特別な又は専用のＭＭ
Ｅ１１８を選択することができる。こうした２つのＳ１メッセージがＭＭＥ１１２によっ
て利用されて、ｅＮＢ１１０を特別な又は専用のＭＭＥ１１８にリダイレクトすることが
できる。専用ＭＭＥ１１８に関する情報が、ステップ６１０においてＭＭＥ１１２からＵ
Ｅ１２８に送信されるＳ１　ＭＭＥ構成更新メッセージの中の新しい情報要素redirectDe
dicatedMMEにおいて伝達されることができる。応答において、ＵＥ１２８は、ステップ６
１２において、Ｓ１　ＭＭＥ構成更新肯定応答（Acknowledgment）（ＡＣＫ）メッセージ
をＭＭＥ１１２に送信することができる。同様に、ＵＥ１２８は、ステップ６１４におい
て、Ｓ１セットアップ要求メッセージをＭＭＥ１１２に送信することができ、ＭＭＥ１１
２は、ステップ６１６において、redirectSpecialMME情報要素を有するＳ１セットアップ
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【００２２】
　専用の又は特別なモビリティマネジメントエンティティを選択するための別のオプショ
ンが、ｅＮＢ広告及び／又はブロードキャスト情報を使用することを含み得る。所与のネ
ットワーク１００において、専用ｅＮＢ１１６が、特別な又は専用のＭＭＥ１１８を含む
ＭＭＥの特定のセットに接続される一方、ＵＥ１２８のパブリックランドモバイルネット
ワーク（ＰＬＭＮ）内の他のセル及び／又はｅＮＢ１１０と、特別な又は専用のＭＭＥ１
１８に関連付けられていないセル及び／又はｅＮＢ１１０とが存在し得る可能性があり得
る。別法として、特別な又は専用のＭＭＥ１１８のカテゴリが、特定の一意の特性をサポ
ートするサブカテゴリを有してもよく、したがって、異なるｅＮＢ１１０又は専用ｅＮＢ
１１６が、１つ以上の異なるサブカテゴリに関連付けられることができる。例示的なカテ
ゴリ又はサブカテゴリは、データの頻繁なバーストのサポート、頻繁でないタイプのデー
タのサポート、パワーセービングモード（ＰＳＭ）のサポートなどに基づくことができる
。セル及び／又はｅＮＢ１１０、又は専用ｅＮＢ１１６は、こうした情報を広告する（ad
vertise）ことができ、これに応じて、ＵＥ１２８及び／又は他の関心のある装置は、ｅ
ＮＢ１１０又は専用ｅＮＢ１１６に接続することができる。
【００２３】
　以下に図示される例示的な抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）において、ｅＮＢ１１０又は
専用ｅＮＢ１１６は、該ｅＮＢ１１０又は専用ｅＮＢ１１６が接続されるモビリティマネ
ジメントエンティティ（ＭＭＥ）カテゴリを、新しいシステム情報ブロック（ＳＩＢ）に
おいて、カテゴリ及びクラスマッピングが予め定義されているところの所与のフィールド
supportMMEcatX、supportDedicatedMMEclassX、又はsupportSpecialMMEIoTsupportedによ
って広告することができる。以下の例において、ＭＭＥカテゴリのリストを使用する１つ
の例示的な方法が図示される。
【００２４】
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【数１】

　１つ以上の実施形態において、図１に示されるとおりの専用パケットゲートウェイ（Ｐ
－ＧＷ）１２０が、Ｐ－ＧＷ選択機能を用いて選択されることができる。例えば、専用Ｐ
－ＧＷ選択のための特定のアクセスポイント名（ＡＰＮ）が利用されることができ、これ
において、特定アクセスポイント名（ＡＰＮ）構成データが、ホーム加入者サービス（Ho
me　Subscriber　Service）（ＨＳＳ）におけるユーザ機器（ＵＥ）加入の一部として構
成されることができる。この情報は、初期アタッチの一部としてモビリティマネジメント
エンティティ（ＭＭＥ）１１２に提供されることができ、上記情報は、ＭＭＥ１１２が専
用Ｐ－ＧＷ１１８を選択することを可能にする。特定のアクセスポイント名（ＡＰＮ）は
、さらに、ＵＥ１２８の中に構成されてもよく、ＵＥ１２８は、デフォルトのアクセスポ
イント名（ＡＰＮ）に代わって、特定のアクセスポイント名（ＡＰＮ）の要求を選択する
ことができる。１つ以上の実施形態において、ＨＳＳ加入は、専用Ｐ－ＧＷ選択のための
情報を提供し、例えば、ＨＳＳは、特定のアクセスポイント名オペレータ識別子（ＡＰＩ
－ＯＩ）の置換を提供することができ、これをＭＭＥ１１２が使用して、ドメインネーム
サーバ（ＤＮＳ）問合せのためのアクセスポイント名完全修飾ドメイン名（Fully　Quali
fied　Domain　Name）（ＡＰＮ－ＦＱＤＮ）を構築することができる。ＤＮＳクエリは、
専用Ｐ－ＧＷ１２０のアドレスを提供することができ、例えば、
 
　　Format　P-GW<dedicated>.MCC<mcc>.MNC<mnc>.gprs<dedicated>
 
が、低アクセス優先順位、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）などのキーワードによって置換さ
れることができる。直接的命名機関ポインタ（Straightforward-Naming　Authority　Poi
nter）（Ｓ－ＮＡＰＴＲ）のための新しい「サービスパラメータ」がある。Ｓ－ＮＡＰＴ
Ｒ手順は、例えば、インターネットエンジニアリングタスクフォース（ＩＥＴＦ）のコメ
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ント要求（ＲＦＣ）３９５８及び／又は第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰ
Ｐ）技術仕様（ＴＳ）２９．３０３に定義され得る。こうした新しいサービスパラメータ
が、専用Ｐ－ＧＷの選択に対して下記のとおり定義され得る：
 
　　“x-3gpp-pgw:x-<interfacename>-<protocol>-<dedicated-keyword>”
 
これにおいて、インターフェースは、Ｓ５、Ｓ８、Ｓ２ａ、Ｓ２ｂを含むことができ、プ
ロトコルは、汎用パケット無線サービス（General　Packet　Radio　Service）（ＧＰＲ
Ｓ）トンネリングプロトコル（ＧＴＰ）又はプロキシモバイルインターネットプロトコル
バージョン６（ＩＰｖ６）（ＰＭＩＰ）を含むことができ、専用キーワードは、マシンタ
イプ通信（ＭＴＣ）、低アクセス優先順位指標（ＬＡＰＩ）などを含むことができる。同
じ手順が、他の専用ネットワークノード、例えば、サービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）
、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノー
ド（ＧＧＳＮ）などの選択のために適用されてもよく、請求される対象事項の範囲は上記
の点において限定されないことが留意されるべきである。
【００２５】
　次に図７Ａ～図７Ｂ、図８Ａ～図８Ｂ、図９Ａ～図９Ｂ、及び図１０Ａ～図１０Ｂを参
照して、１つ以上の実施形態に従う、好ましいセルタイプのための図又はアクセスネット
ワーク発見及び選択機能（Access　Network　Discover　and　Selection　Function）（
ＡＮＤＳＦ）管理オブジェクト（ＭＯ）並びに新しいスタンドアロン管理オブジェクト（
ＭＯ）が論じられる。オープンモバイルアライアンス装置管理（ＯＭＡ－ＤＭ）手順を用
いて、ユーザ機器（ＵＥ）１２８が、オープンモバイルアライアンス管理オブジェクト（
ＯＭＡ－ＭＯ）を介してセルの好ましいタイプを用いて構成されることができる。ＵＥ１
２８が多面的であり、複数の異なるサービスをサポートし、時に専用ネットワークに接続
することを好み、時に選好を有さない可能性があるので、選択は、ＵＥ１２８が無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）接続を確立しているときに行われることができる。上記の場合に、Ｕ
Ｅ１２８は、セルにキャンプオンしていてもよく、あるいはしていなくてもよく、ＵＥ１
２８は、特定のサービスのためのＲＲＣ接続を確立する前に、セルに関する情報をチェッ
クすることになる。それから、ＵＥ１２８は、例えば、システム情報ブロック１（ＳＩＢ
１）情報などの、セルの中でブロードキャストされる情報を読み出すことによって、各セ
ルのタイプを知る。接続確立を開始するとき、ＵＥ１２８は、複数のセルが利用可能であ
ると仮定して、ＯＭＡ－ＭＯ規則に基づいて好ましいセルであるセルを選ぶことになる。
好ましいセルタイプの構成は、新しいＯＭＡ－ＭＯを介して、又は、既存のＯＭＡ－ＭＯ
規則を強化すること、例えば、アクセスネットワーク発見及び選択機能（ＡＮＤＳＦ）の
ための規則を強化してセルの好ましいタイプをさらに含むことなどによって、行われるこ
とができる。こうした規則を他の既存の管理オブジェクトに含めることがさらに可能であ
り、請求される対象事項の範囲は上記の点において限定されない。上記の例には、ＵＥに
基づく場合のセルタイプ選好構成、アクセスポイント名（ＡＰＮ）に基づく場合のセルタ
イプ選好構成、フローに基づく場合（サービス固有）又はアプリケーションのケースごと
のセルタイプ選好構成が含まれる。
【００２６】
　ＵＥに基づく場合のセルタイプ選好構成の１つ以上の実施形態において、ＵＥ１２８が
専用ネットワークに接続することを優先する（give　preference）べきかを知るために、
ＵＥ１２８は、そのようなものとして予め構成されることができる。ＵＥ１２８を予め構
成するための１つの方法が、アクセスネットワーク発見及び選択機能（ＡＮＤＳＦ）管理
オブジェクト（ＭＯ）を使用することによるものであり、これにおいて、“Cell　Type　
Preferred”が追加されて、セルの好ましいタイプを含むことができる。以下の表１、表
２、及び表３において、新しいCellTypePreferredリーフのとり得る値の例が与えられ、
これにおいて、選好指標は、専用ネットワーク、ＭＭＥカテゴリ、又はＲＡＮノードカテ
ゴリごとに与えられることができる。CellTypePreferredは、構成において、任意的なパ
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<X>/Policy/CellTypePreferred
 
を含む。CellTypePreferredリーフは、
 
-　Occurrence:　One
-　Format:　int
-　Access　Types:　Get,　Replace
-　Values:　<CellTypePreferred>
 
優先順位付けされたセルタイプを示す。
【００２７】
　CellTypePreferredパラメータのとり得る値が、以下の表１、表２、及び表３に指定さ
れる。
【００２８】
【表１】

表１は、CellTypePreferredリーフ（専用ネットワーク指標）のとり得る値の例である。
【００２９】
【表２】

表２は、CellTypePreferredリーフ（ＭＭＥカテゴリ選好指標）のとり得る値の例である
。
【００３０】
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【表３】

表３は、CellTypePreferredリーフ（ＲＡＮノードカテゴリ選好指標）のとり得る値の例
である。
【００３１】
　表１、表２、及び表３に示されるビット数は変動してもよく、示唆されている値は例と
して図示されていることが留意されるべきである。使用されているマッピング及び特定の
名前は、単に例として図示されている。１つ以上の実施形態において、表１、表２、及び
／又は表３が利用されて、ＵＥ１２８が接続することを優先するべきであるセルのタイプ
を識別することができる。
【００３２】
　別の実施形態の、アクセスポイント名（ＡＰＮ）に基づく場合のセルタイプ選好構成に
おいて、１つ以上のＡＰＮが、セルの好ましいタイプを用いて構成されることができる。
アプリケーションが、特定のＡＰＮに向けた接続の確立を要求している場合、ＵＥ１２８
は、例えば、利用可能な複数のセルがある場合、ＡＰＮのタイプに基づいて好ましいもの
であるセルを選ぶことになる。
【００３３】
　さらに別の実施形態の、フローに基づく場合（サービス固有）のセルタイプ選好構成に
おいて、１つ以上のアプリケーションが、セルの好ましいタイプを用いて構成されること
ができる。アプリケーションが接続の確立を要求している場合、ＵＥ１２８は、例えば、
利用可能な複数のセルがあると仮定して、アプリケーションのタイプに基づいて好ましい
ものであるセルを選ぶことになる。このことは、複数のアプリケーションのためのＩＰフ
ローごとに、又はアプリケーションごとに個々に、行われることができる。
【００３４】
　次に図１１を参照して、１つ以上の実施形態に従う、１つ以上の専用ネットワークノー
ドを介した通信を可能な情報処理システム（information　handling　system）のブロッ
ク図が論じられる。図１１の情報処理システム１１００は、例えば、ＵＥ１２８、ｅＮＢ
１１０、専用ｅＮＢ１１６、ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ１１２、専用ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ１１８、Ｐ
－ＧＷ１１４、専用Ｐ－ＧＷ１２０、ＡＮＤＳＦ１２６を含む上記で本明細書において説
明された要素のうち任意の１つ以上を、具体的な装置のハードウェア仕様に依存したより
多くの又はより少ないコンポーネントと共に、有形に（tangibly）具現化することができ
る。情報処理システム１１００は、いくつかのタイプのコンピューティングプラットフォ
ームのうちの１つの例を表すが、情報処理システム１１００は、より多くの又はより少な
い要素、及び／又は図１１に示されるものとは異なる要素の配置を含んでもよく、請求さ
れる対象事項の範囲は上記の点において限定されない。
【００３５】
　１つ以上の実施形態において、情報処理システム１１００は、アプリケーションプロセ
ッサ１１１０及びベースバンドプロセッサ１１１２を含み得る。アプリケーションプロセ
ッサ１１１０は、汎用目的プロセッサとして利用されて、アプリケーションと情報処理シ



(20) JP 2017-514352 A 2017.6.1

10

20

30

40

50

ステム１１００の様々なサブシステムとを実行することができる。アプリケーションプロ
セッサ１１１０は、シングルコアを含んでもよく、あるいは別法として、複数の処理コア
を含んでもよく、これにおいて、コアのうち１つ以上がデジタルシグナルプロセッサ又は
デジタルシグナル処理（ＤＳＰ）コアを含んでもよい。さらに、アプリケーションプロセ
ッサ１１１０は、同じチップ上に配設されたグラフィックスプロセッサ又はコプロセッサ
を含んでもよく、あるいは別法として、アプリケーションプロセッサ１１１０に結合され
たグラフィックスプロセッサが、別個の、ディスクリート（discrete）グラフィックスチ
ップを含んでもよい。アプリケーションプロセッサ１１１０は、キャッシュメモリなどの
オンボードメモリを含んでもよく、さらに、動作の間にアプリケーションを記憶し及び／
又は実行する同期型ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＳＤＲＡＭ）１１１４と、情
報処理システム１１００が電源をオフにされるときでさえアプリケーション及び／又はデ
ータを記憶するＮＡＮＤフラッシュ１１６となどの外部メモリ装置に結合されてもよい。
１つ以上の実施形態において、情報処理システム１１００及び／又はそのコンポーネント
若しくはサブシステムのうち任意のものを動作させ又は構成して、本明細書に説明される
とおりの仕方において動作するための命令が、非一時的記憶媒体を含む製造品上に記憶さ
れることができる。１つ以上の実施形態において、記憶媒体は、本明細書において図示さ
れ及び説明されるメモリ装置のうち任意のものを含むことができ、しかしながら、請求さ
れる対象事項の範囲は上記の点において限定されない。ベースバンドプロセッサ１１１２
は、情報処理システム１１００のためのブロードバンド無線機能を制御することができる
。ベースバンドプロセッサ１１１２は、上記のブロードバンド無線機能を制御するための
コードをＮＯＲフラッシュ１１１８に記憶してもよい。ベースバンドプロセッサ１１１２
は、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）送受信器１１２０を制御し、ＷＷ
ＡＮ送受信器１１２０は、例えば、３ＧＰＰ　ＬＴＥ又はＬＴＥアドバンストネットワー
クなどを介した通信のために、ブロードバンドネットワーク信号を変調し及び／又は復調
することに使用される。
【００３６】
　一般に、ＷＷＡＮ送受信器１１２０は、これらに限られないが、下記を含む無線通信テ
クノロジー及び／又は標準のうち任意の１つ以上に従って動作することができる：グロー
バルシステムフォーモバイルコミュニケーション（Global　System　for　Mobile　Commu
nications）（ＧＳＭ（登録商標））無線通信テクノロジー、汎用パケット無線サービス
（ＧＰＲＳ）無線通信テクノロジー、エンハンストデータレートフォーＧＳＭエボリュー
ション（Enhanced　Data　Rates　for　GSM　Evolution）（ＥＤＧＥ）無線通信テクノロ
ジー、及び／又は第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）無線通信テクノロ
ジー、例えば、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）、フリーダムオブマ
ルチメディアアクセス（ＦＯＭＡ）、３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ（
登録商標））、３ＧＰＰロングタームエボリューションアドバンスト（ＬＴＥ　Ａｄｖａ
ｎｃｅｄ）、コード分割多重アクセス２０００（ＣＤＭＡ２０００）、セルラーデジタル
パケットデータ（ＣＤＰＤ）、モビテックス（Mobitex）、第３世代（３Ｇ）、回線交換
データ（ＣＳＤ）、高速回線交換データ（ＨＳＣＳＤ）、ユニバーサルモバイル電気通信
システム（第３世代）（ＵＭＴＳ（３Ｇ））、ワイドバンドコード分割多重アクセス（ユ
ニバーサルモバイル電気通信システム（Ｗ－ＣＤＭＡ（ＵＭＴＳ）））、高速パケットア
クセス（ＨＳＰＡ）、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）、高速アップリ
ンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）、高速パケットアクセスプラス（ＨＳＰＡ＋）、ユ
ニバーサルモバイル電気通信システム時分割デュプレックス（ＵＭＴＳ－ＴＤＤ）、時分
割コード分割多重アクセス（ＴＤ－ＣＤＭＡ）、時分割同期型コード分割多重アクセス（
ＴＤ－ＣＤＭＡ）、第３世代パートナーシッププロジェクトリリース８（プレ第４世代）
（３ＧＰＰ　Ｒｅｌ．８（プレ４Ｇ））、ＵＭＴＳ地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）、発
展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ロングタームエボリューションアド
バンスト（第４世代）（ＬＴＥアドバンスト（４Ｇ））、ｃｄｍａＯｎｅ（２Ｇ）、コー
ド分割多重アクセス２０００（第３世代）（ＣＤＭＡ２０００（３Ｇ））、エボリューシ
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ョンデータオプティマイズド又はエボリューションデータオンリー（ＥＶ－ＤＯ）、アド
バンストモバイルフォンシステム（第１世代）（ＡＭＰＳ（１Ｇ））、トータルアクセス
通信システム／拡張トータルアクセス通信システム（Total　Access　Communication　Sy
stem/Extended　Total　Access　Communication　System）（ＴＡＣＳ／ＥＴＡＣＳ）、
デジタルＡＭＰＳ（第２世代）（Ｄ－ＡＭＰＳ（２Ｇ））、プッシュツートーク（ＰＴＴ
）、モバイル電話システム（Mobile　Telephone　System）（ＭＴＳ）、改良モバイル電
話システム（ＩＭＴＳ）、アドバンストモバイル電話システム（ＡＭＴＳ）、ＯＬＴ（Ｏ
ｆｆｅｎｔｌｉｇ　Ｌａｎｄｍｏｂｉｌ　Ｔｅｌｅｆｏｎｉに対するノルウェー語、パブ
リックランドモバイルテレフォニー）、ＭＴＤ（Ｍｏｂｉｌｔｅｌｅｆｏｎｉｓｙｓｔｅ
ｍ　Ｄに対するスウェーデン語の省略形、又は、モバイルテレフォニーシステムＤ）、パ
ブリックオートメイテッドランドモバイル（Public　Automated　Land　Mobile）（Ａｕ
ｔｏｔｅｌ／ＰＡＬＭ）、ＡＲＰ（Ａｕｔｏｒａｄｉｏｐｕｈｅｌｉｎに対するフィンラ
ンド語、「車載無線電話（car　radio　phone）」）、ＮＭＴ（北欧（Nordic）モバイル
テレフォニー）、ＮＴＴ（日本電信電話）の大容量バージョン（Ｈｉｃａｐ）、セルラー
デジタルパケットデータ（ＣＤＰＤ）、モビテックス、データＴＡＣ、統合デジタル強化
ネットワーク（Integrated　Digital　Enhanced　Network）（ｉＤＥＮ（登録商標））、
パーソナルデジタルセルラー（ＰＤＣ）、回線交換データ（ＣＳＤ）、パーソナルハンデ
ィフォンシステム（ＰＨＳ）、ワイドバンド統合デジタル強化ネットワーク（ＷｉＤＥＮ
）、アイバースト（ｉＢｕｒｓｔ（登録商標））、無認可モバイルアクセス（Unlicensed
　Mobile　Access）（ＵＭＡ）、３ＧＰＰ汎用アクセスネットワーク（Generic　Access
　Network）又はＧＡＮ標準としてさらに参照される）、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、及び／又は一般的なテレメトリ送受信器、並びに一般的
な任意タイプのＲＦ回路又はＲＦＩ感知可能回路。こうした標準は時間をかけて発展する
可能性があり、かつ／あるいは新しい標準が公表される可能性があることが留意されるべ
きであり、請求される対象事項の範囲は上記の点において限定されない。
【００３７】
　ＷＷＡＮ送受信器１１２０は、１つ以上のアンテナ１１２４にそれぞれ結合された１つ
以上の電力増幅器１１２２に結合されて、ＷＷＡＮブロードバンドネットワークを介して
無線周波数信号を送信し、受信する。ベースバンドプロセッサ１１１２は、さらに、１つ
以上の適切なアンテナ１１２８に結合されたワイヤレスローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）送受信器１１２６を制御することができ、ＷＬＡＮ送受信器１１２６は、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ標準などを含む、Ｗｉ－Ｆｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）、及び／又は振幅変調（ＡＭ）若しくは周波数変調（ＦＭ）無線標準を介して通信
することが可能であり得る。上記は、アプリケーションプロセッサ１１１０及びベースバ
ンドプロセッサ１１１２についての単に例示的な実装であることが留意されるべきであり
、請求される対象事項の範囲は上記の点において限定されない。例えば、ＳＤＲＡＭ１１
１４、ＮＡＮＤフラッシュ１１１６、及び／又はＮＯＲフラッシュ１１１８のうち任意の
１つ以上が、他タイプのメモリテクノロジー、例えば、磁気メモリ、カルコゲニド（chal
cogenide）メモリ、相変化メモリ、又はオボニックメモリなどを含んでもよく、請求され
る対象事項の範囲は上記の点において限定されない。
【００３８】
　１つ以上の実施形態において、アプリケーションプロセッサ１１１０は、様々な情報又
はデータを表示するディスプレイ１１３０を駆動することができ、さらに、タッチスクリ
ーン１１３２を介して、例えば指又はスタイラスを介して、ユーザからタッチ入力を受信
することができる。環境光センサ１１３４が利用されて、情報処理システム１１００が動
作しているところの環境光の量を検出して、例えば、ディスプレイ１１３０の明るさ又は
コントラスト値を、環境光センサ１１３４により検出された環境光の強度の関数として制
御することができる。１つ以上のカメラ１１３６が利用されて、画像を捕捉することがで
き、上記画像は、アプリケーションプロセッサ１１１０によって処理され、ＮＡＮＤフラ
ッシュ１１１６に少なくとも一時的に記憶される。さらに、アプリケーションプロセッサ
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は、情報処理システム１１００の場所、動き、及び／又は向きを含む様々な環境的属性の
検出のために、ジャイロスコープ１１３８、加速度計１１４０、磁気計１１４２、オーデ
ィオコーダ／デコーダ（コーデック）１１４４、及び／又は適切なＧＰＳアンテナ１１４
８に結合されたグローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）コントローラ１１４６に結
合してもよい。別法として、コントローラ１１４６が、グローバルナビゲーション衛星シ
ステム（ＧＮＳＳ）コントローラを含んでもよい。オーディオコーデック１１４４が１つ
以上のオーディオポート１１５０に結合されて、オーディオポート１１５０を介して情報
処理システムに結合された内部装置を介して及び／又は外部装置を介して、例えば、ヘッ
ドフォン及びマイクロフォンジャックを介して、マイクロフォン入力及びスピーカ出力を
提供することができる。さらに、アプリケーションプロセッサ１１１０は、１つ以上の入
力／出力（Ｉ／Ｏ）送受信器１１５２に結合して、１つ以上のＩ／Ｏポート１１５４、例
えば、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、高精細マルチメディアインターフェ
ース（ＨＤＭＩ（登録商標））ポート、シリアルポートなどに結合してもよい。さらに、
Ｉ／Ｏ送受信器１１５２のうち１つ以上が、任意的な取外し可能メモリ、例えば、セキュ
アデジタル（ＳＤ）カード又は加入者アイデンティティモジュール（ＳＩＭ）カードなど
のために、１つ以上のメモリスロット１１５６に結合してもよい。しかしながら、請求さ
れる対象事項の範囲は上記の点において限定されない。
【００３９】
　次に図１２を参照して、１つ以上の実施形態に従う、タッチスクリーンを任意的に含み
得る図１１の情報処理システムの等角図が論じられる。図１２は、セルラー電話、スマー
トフォン、又はタブレットタイプ装置などとして有形に具現化された図１１の情報処理シ
ステムの一例示的な実装を示している。
【００４０】
　情報処理システム１１００は、タッチスクリーン１１３２を含み得るディスプレイ１１
３０を有するハウジング１２１０を含むことができ、タッチスクリーン１１３２は、１つ
以上のアプリケーションプロセッサ１１１０を制御するための触覚の入力制御及びコマン
ドを、ユーザの指１２１６を介して、及び／又はスタイラス１２１８を介して受け取る。
ハウジング１２１０は、情報処理システム１１００の１つ以上のコンポーネント、例えば
、１つ以上のアプリケーションプロセッサ１１１０と、ＳＤＲＡＭ１１１４、ＮＡＮＤフ
ラッシュ１１１６、ＮＯＲフラッシュ１１１８、ベースバンドプロセッサ１１１２、及び
／又はＷＷＡＮ送受信器１１２０のうち１つ以上とを収容し得る。情報処理システム１１
００は、場合により、物理的作動器エリア１２２０をさらに含んでもよく、物理的作動器
エリア１２２０は、１つ以上のボタン又はスイッチを介して情報処理システムを制御する
ためのキーボード又はボタンを含み得る。情報処理システム１１００は、メモリポート又
はスロット１１５６をさらに含んでもよく、メモリポート又はスロット１１５６は、例え
ば、セキュアデジタル（ＳＤ）カード又は加入者アイデンティティモジュール（ＳＩＭ）
カードの形態における、フラッシュメモリなどの不揮発メモリを受ける。場合により、情
報処理システム１１００は、１つ以上のスピーカー及び／又はマイクロフォン１２２４と
、情報処理システム１１００を別の電子装置、ドック、ディスプレイ、バッテリ充電器な
どに接続する接続ポート１１５４とをさらに含んでもよい。さらに、情報処理システム１
１００は、ハウジング１２１０の１つ以上の側面に、ヘッドフォン又はスピーカージャッ
ク１２２８と１つ以上のカメラ１１３６とを含んでもよい。図１２の情報処理システム１
１００は、様々な配置において、図示されるよりもより多くの又はより少ない要素を含ん
でもよいことが留意されるべきであり、請求される対象事項の範囲は上記の点において限
定されない。
【００４１】
　請求される対象事項がある程度の具体性で説明されているが、その要素は、請求される
対象事項の主旨及び／又は範囲から逸脱することなく、当業者により改変され得ることが
認識されるべきである。専用ネットワークノードとその付帯的なユーティリティの多くと
を介した通信に属する対象事項が前述の説明によって理解されると確信され、様々な変更
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が、そのコンポーネントの形式、構築、及び／又は配置において、請求される対象事項の
範囲及び／又は主旨から逸脱することなく、又はその本質的な利点のずべてを犠牲にする
ことなく、及び／又は、さらに、それに対する実質的な変更を提供することなく、なされ
得ることが明らかであり、本明細書において前に説明された形態は、単にその説明的な実
施形態である。こうした変更を包含し及び／又は含むことが請求項の意図である。

【図１】 【図２】



(24) JP 2017-514352 A 2017.6.1

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図９Ａ】
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【図９Ｂ】 【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】 【図１１】
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【図１２】
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